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ⅡⅡⅡⅡ    都民の健康状況都民の健康状況都民の健康状況都民の健康状況    

 

１１１１    東京都の人口・人口動態東京都の人口・人口動態東京都の人口・人口動態東京都の人口・人口動態 

（１）人口構成 

 都の人口を年齢階級別に見ると、人口構成割合は、男女とも１位は25歳から29歳まで、

２位は男性が30歳から34歳まで、女性が50歳から54歳まで、３位は男性が20歳から24歳ま

で、女性が30歳から34歳までとなっており、20歳代の割合が大きい。全国と比べると、19

歳までの割合は小さいが、20歳から39歳まででは大きくなっている（図２）。 

（２）高齢化の進展 

  全国に比べ、65歳以上の高齢者の占める割合はやや小さいが、少子化は全国と同様に進

んでいる。 

 将来的には、2010（平成22）年には５人に一人、さらに５年後の2015（平成27）年には、

４人に一人が高齢者になると予測されている。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 1985年～2000年：「国勢調査」及び「国勢調査抽出速報集計結果（平成12年）」（総務省） 

2005年～2015年：「東京都男女年齢（５歳階級）別人口の予測」（総務局） 

図２ 東京都の人口ピラミッド 

 

1985（昭和 60）年 1990（平成２）年 1995（平成７）年 2000（平成 12）年 2005（平成 17）年 2010（平成 22）年 2015（平成 27）年

  ０ ～ １ ４ 歳 213(18.0％ ) 173(14.6％） 150(12.7％ ) 143(11.8％ ) 136(11.6％ ) 130(11.2％ ) 117(10.4％ )
１ ５ ～ ６ ４ 歳 864(73.0％） 879(74.2％ ) 871(73.9％ ) 864(71.6％ ) 815(69.6％ ) 775(67.0％ ) 731(64.4％ )
６ ５ ～ ７ ４ 歳  66( 5.6％）  75( 6.4％ )  94( 8.0％ ) 121(10.0％ ) 129(11.0％ ) 139(12.0％ ) 154(13.6％ )
７ ５ 歳 以 上  39( 3.3％）  49( 4.2％ )  59( 5.0％ )  74( 6.1％ )  90( 7.8％ ) 113( 9.8％ ) 132(11.6％ )
６５ 歳以上再 掲 106( 8.9％ ) 124(10.5％ ) 153(13.0％ ) 195(16.1％ ) 220(18.8％ ) 252(21.8％ ) 286(25.2％ )

 
１０％         ５          ０  年齢  ０           ５          １０％ 

 「国勢調査抽出速報集計結果（平成12年）」（総務省） 
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図３ 東京都の年齢区分別人口の推移 
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図 ４ 　 全 国 と 東 京 都 の 平 均 寿 命 の 年 次 推 移
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生産年齢人口（15歳から64歳まで）の構成割合が比較的安定しているのに対して、年少

人口（０歳から14歳まで）比率の低下と老年人口（65歳以上）比率の上昇が同時に進行し

ている。1995（平成７）年には老年人口比率が年少人口比率を初めて上回り、その後も両

者の差は広がっている（図３）。                                                  

                   

（３）平均寿命（０歳時の平均余命）と健康寿命 

  平均寿命は年々延びており、1995（平成7）年における東京都の平均寿命は、男性76.73

年女性83.12年であり全国に比べると男性で0.35年女性で0.27年長くなっている（図４）。 

 平均寿命が延び、社会全体の高齢化が進む中で、痴呆
ほ う

や寝たきりにならないなどの要介

護状態でない余命を表す指標として、健康寿命（平均自立期間）が用いられてきている。 

 寝たきり等の要介護状態が加齢とともに増えていくことを考慮し、65歳時の平均自立期

間を見ると、都は、全国に比べ長く、全国順位では男女とも10位付近となっている。また、

平均自立期間が平均余命に占める割合は、男性91.3％、女性88.3％であり、男性の方が高

いが、全国平均と同程度（男性90.3％、女性86.7％）である（図５）。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 「東京都生命表（平成７年）」（総務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平均余命 自立期間平均余命 自立期間 平均余命 自立期間

東京都 21.12 18.64 13.11 10.60 6.93 4.65
全  国 21.23 18.40 13.14 10.28 6.89 4.32
順  位 30 13 29 10 21 6

８５歳
女性

６５歳 ７５歳

図４ 全国と東京都の平均寿命の年次推移 

平均余命 自立期間平均余命 自立期間 平均余命 自立期間
東京都 16.85 15.39 10.14 8.65 5.38 3.94
全  国 16.74 15.11 10.03 8.36 5.25 3.63
順  位 19 10 17 8 10 6

男性
６５歳 ７５歳 ８５歳

図５ 全国と東京都の平均余命と健康寿命 

※「自立期間」とは都道府県生命表上で年齢階級別要介護割合（95年国民生活基礎調査）を差し引いて算出したいわゆる「健康寿命」の一つである。 
※平均自立期間は「保健医療福祉に関する地域指標の標準化と妥当性に関する研究」（平成10年度厚生科学研究費報告書）に基づいている。 

「21世紀へ向けての健康指標集」 
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図７　主要死因の割合
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図６　主要死因別死亡率の年次推移

0

50

100

150

200

250

1
9
5
0

1
9
5
2

1
9
5
4

1
9
5
6

1
9
5
8

1
9
6
0

1
9
6
2

1
9
6
4

1
9
6
6

1
9
6
8

1
9
7
0

1
9
7
2

1
9
7
4

1
9
7
6

1
9
7
8

1
9
8
0

1
9
8
2

1
9
8
4

1
9
8
6

1
9
8
8

1
9
9
0

1
9
9
2

1
9
9
4

1
9
9
6

1
9
9
8

2
0
0
0

死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対

）

悪性新生物

脳血管疾患

結核

心疾患

不慮の事故

肺炎

自殺

「人口動態統計速報(平成12年)」（衛生局） 

（４）死因 

昭和20年代の半ばごろは、結核、肺

炎・気管支炎等の感染性疾患が死亡の

上位を占めていた。しかし、戦後の保

健医療水準の向上や栄養改善等により、

死因も大きく変化し、悪性新生物、心

疾患及び脳血管疾患による死亡が上位

を占めるようになった（図６）。 

 

      

主要死因の割合では、2000（平成 

12）年は、第１位が悪性新生物、第２

位が心疾患、第３位が脳血管疾患とな 

っており、これらの疾患が全体の６割

を占めている（図７）。 

 

 

 

            
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 「人口動態統計年報（速報）(平成12年)」（衛生局） 

図６ 主要死因別死亡率の年次推移 

「東京都衛生年報（平成12年版）」より作成

図７ 主要死因の割合 

 

総
論 

 「人口動態統計年報（速報）(平成12年)」（衛生局）

図８ 性・年齢階級別の主要死因による死亡割合（平成11年） 

       男性                      女性 

100    80    60    40    20   ０  （％）  ０   20    40    60    80    100 
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心疾患 
脳血管疾患 
肺炎 
自殺 
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腎不全 
老衰 
糖尿病  
その他 
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図１１　主要疾患の総患者数
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図 10　 全 国 と 東 京 都 の 悪 性 新 生 物 ・ 心 疾 患 ・ 脳 血 管 疾 患 の 年 齢 調 整 死 亡 率 年 次 推 移
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「都道府県別年齢調整死亡率人口動態統計特殊報告（平成７年）」（旧厚生省）より作成 

図９　全国と東京都の悪性新生物・心疾患・脳血管疾患の年齢調整死亡率年次推移
（男性）
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「都道府県別年齢調整死亡率人口動態統計特殊報告（平成７年）」（旧厚生省）より作成 

悪性新生物、心疾患及び脳血管疾患の年齢調整死亡率（年齢構成の偏りを補正した死亡

率）の年次推移は、都は全国とほぼ同様に推移している（図９及び図10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 
 
 
 
 
 
 

 

 

      「患者調査（平成11年）」(厚生労働省)東京都集計分より作成 

 

（注１） 総患者数（傷病別推計）：「患者調査」調査日現在において、継続的に医療を受けている者（調査日に医療を受けていな 

    い者も含む。）の数を推計したもの。 

    総患者数＝入院患者数＋初診外来患者数＋再来患者数×平均診療間隔×調整係数 

（注２）受療率：ある特定の日に医療施設に入院又は通院した患者数と人口の比率をいい、一般的に人口１０万対で表す。 

    受療率＝推計患者数／推計人口×100,000 

（５）主な生活習慣病の状況 

 総患者数（傷病別推計）（注１）

では､男女とも高血圧性疾患が最

も多い。次いで、糖尿病、心疾患

となっている(図11)。  

受療率（注２）では、35歳以上か

ら高血圧性疾患が増加している

（図12及び図13）。 
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図12　年齢階級別主要疾患受療率（人口10万対）
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「患者調査東京都集計結果報告（平成１１年）」（衛生局）より作成

図13　年齢階級別主要疾患受療率（人口10万対）
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「患者調査東京都集計結果報告（平成11年）」（衛生局）より作成
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２２２２    都民生活の状況都民生活の状況都民生活の状況都民生活の状況    

（１）世代別就学・就業状況 

主として過ごしている場については、全年代を通して見ると職場(通勤している人数)が

最も多くなっている（図14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）世帯構成割合 

全国と比較すると、「単独世帯」が多く、またその構成割合が年々増えている。 

一方、「夫婦と未婚の子」の世帯の構成割合は年々減少している（図15）。 

 

 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            「東京都の世帯と健康-平成10年国民生活基礎調査東京都集計結果報告-」（衛生局） 

図14 年代別就学・就業状況 

図 15　世帯構造別にみた世帯構成割合の年次推移
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図14　年代別就学･就業状況
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「平成７年国勢調査」（旧総務庁）東京都集計分より作成
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図 1 6　 家 族 形 態 別 に み た 6 5歳 以 上 の 者 の 構 成 割 合 の 年 次 推 移
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（３）高齢者の家族形態 

家族形態では、ひとり暮らしが増加している。また、子との同居では、「配偶者のいな

い子との同居」は全国の割合より多くなっているが、「子供夫婦との同居」は少なくなっ

ている（図16）。 

 

 

（４）生活時間 

週全体の生活時間の使い方を 

見ると、全国と東京都では著し

い相違は見られない。 

年齢階級別では、自ら選択し

て使える三次活動の占める割合

が、高齢者層で多くなっている

 (図17及び図18)。 

 

 
※ 一次活動： 睡眠、食事等の生理的 
 に必要な活動 
※ 二次活動： 仕事、家事等の社会生 

  活を営む上で義務的な
        性格の強い活動    
※ 三次活動： 上記以外の各人が自由 

 に使える時間における 
活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  「東京都の世帯と健康-平成10年国民生活基礎調査東京都集計結果報告-」（衛生局） 

 

 

図17　全国と東京都の年齢階級別生活時間（男性）
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図18　全国と東京都の年齢階級別生活時間（女性）
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図19　医療保険加入状況
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（５）医療保険加入状況 

国民健康保険が約45％、政府管

掌健康保険が約15％、組合管掌健康

保険が約33％となっている（図19）。 

       

 

 

 

 

３３３３    都民の健康意識都民の健康意識都民の健康意識都民の健康意識 

（１）健康状態の自己評価 

「自分自身の健康状態をどのよ

うに感じているか」では、「よ

い」「まあよい」を合わせ、８割

以上がよいと感じている。 

過去と比較すると、1997（平成

９）年の調査までは、「よい」が

増加していたが、2000（平成12）

年は前年に比べ、やや減少してい

る（図20）。 

性・年齢階級別では、「よい」

「まあよい」を合わせると、男性では30歳代で最も多く、女性は若い世代ほど多くなって

いる。男女とも70歳以上で「あまりよくない」「よくない」の合計の割合が最も高くなっ

ている（図21）。 
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「健康に関する世論調査（平成12年9月調査）」（旧政策報道室）

図20 健康状態の評価の年次推移 

「健康に関する世論調査（平成12年9月調査）」（旧政策報道室） 

図21 性・年齢階級別健康状態の評価 
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（２）健康のために実行していること 

全体では、実行していることは「規則正しい食事」が最も多い（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          表１ 日頃健康のために実行している事柄（年齢階級別構成割合〔複数回答〕） 

 

   

「東京都の世帯と健康-平成10年国民生活基礎調査東京都集計結果報告-」（衛生局） 

（％）
実　　行　　し　　て　　い　　る

性・年齢階級

総
　
　
数

規
則
正
し
い
食
事

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事

う
す
味
を
食
べ
て

い
る

食
べ
過
ぎ
な
い

運
動
等
を
し
て
い

る 睡
眠
を
十
分
と

っ

て
い
る

た
ば
こ
を
吸
わ
な

い お
酒
を
飲
み
過
ぎ

な
い

左
記
に
つ
い
て
は

実
行
し
て
い
な
い

総　数 100.0 87.7 53.9 44.5 35.4 45.3 39.3 43.7 45.7 42.3 9.7

男 100.0 84.3 47.0 39.3 28.1 40.4 39.1 40.4 37.1 41.7 13.3

女 100.0 90.8 60.2 49.2 42.2 49.7 39.4 46.6 53.7 42.9 6.3

20-24歳 100.0 82.5 34.6 28.0 17.7 33.5 34.4 37.4 44.2 40.4 14.8

25-34歳 100.0 82.4 37.2 32.9 23.7 32.2 31.9 33.2 41.7 39.3 15.0

35-44歳 100.0 86.1 48.8 40.8 28.2 37.3 34.0 35.3 40.3 37.0 12.0

45-54歳 100.0 87.3 53.7 45.2 34.6 44.3 37.7 39.6 41.9 39.2 9.8

55-64歳 100.0 91.7 66.0 53.6 45.6 53.6 45.2 50.4 49.0 45.1 5.8

65-74歳 100.0 94.9 76.1 61.0 54.5 65.7 52.5 61.2 56.6 53.7 3.0

75-84歳 100.0 93.5 75.1 58.0 57.7 66.4 48.4 64.3 56.0 47.9 2.2

85歳以上 100.0 91.1 75.0 58.4 51.9 61.3 36.5 70.8 50.3 45.9 2.2

(再掲）65歳以上 100.0 94.2 75.7 59.9 55.2 65.6 50.1 62.8 55.9 51.4 2.7

（再掲）70歳以上 100.0 93.9 76.1 59.1 56.7 66.1 48.8 64.1 56.1 50.1 2.3

注：「総数」には、日頃健康のために実行している事柄不詳を含む。 
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